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水滴は水面でどのようにはねかえるのか 
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Abstract 

This research focused on the formation of the water columns. We researched the effects of water 

drops from different heights. We studied three elements: how the height affected the size of the 

impact craters, the resulting height of the water columns and their volumes. In addition, we looked 

into the shape of water columns. 

１ 目的 

雨滴や水滴が水面に落下すると、水滴がはねかえるとともに水柱が形成される。本研究は形成される

水柱の高さが、水滴を落とす高さによってどのように変化するのかについて、その関係を明らかにする

ことを目的としている。 

２ 方法 

(１) 水のはねかえる様子の観察 

 透明な容器に水を入れ、ビュレットを用いて水滴を滴下し、水面では 

ねかえる様子をハイスピードカメラで撮影する。水の深さは一定(5.0㎝) 

にし、水滴を落とす高さを 1.0 ㎝ずつ変化させる。 

(２) ハイスピードカメラの映像の解析 

 撮影した動画の静止画像(図１)で、画面にあらかじめ映り込ませたス 

ケールをもとに次の要素を測定・算出する。 

ア 水柱の高さ  イ 水柱の幅  ウ 水面のへこみ部の深さと幅 

(３) 水滴を落とす高さと水柱の高さ・水面のへこみ部の関係 

 (2)で得られた結果をもとに、横軸に水滴を落とす高さを、縦軸に形 

成される水柱の高さ・水面のへこみ部の体積をとったグラフを作成し、 

その関係を調べる。 

３ 結果 

・水滴を落とす高さを大きくすると水柱の高さは線形的に増加するが、 

線形関係を繰り返した後、ある程度の高さに収束する(図２)。 

・水滴を落とす高さを大きくするとへこみ部の体積は増加するが、ある 

 程度の体積に収束する(図３)。 

４ 考察 

・水滴を落とす高さと水柱の高さが線形関係にあるときは、その傾きは 

ほぼ一定である。 

・画像を比較すると水滴を落とす高さにより形成される水柱やはねかえる 

水滴の形状に違いがあることが確認でき、その違いが水柱の高さの限界 

に関係すると考えられる。 

・水滴を落とす高さにより、水面にできるへこみ部の形状にも違いがあ 

る。その違いについては水面の粘性や表面張力からのアプローチが必 

要である。 

５ 結論 

・水滴を落とす高さと形成される水柱の高さは線形関係を繰り返す。その要因として、水柱やはねかえ

る水滴の形状の違いが関係すると考えられる。 

・形成される水柱は、その高さが大きくなるにつれて形状が変化することにより、高さの増加を妨げら

れるが、形状が安定すると、ほぼ一定の高さに収束する。 
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水滴を落とす高さ（㎝） 

図３ 水滴の落とす高さと水面のへこみ部の体積 

水滴を落とす高さ（㎝） 

図２ 水滴を落とす高さと水柱の高さ 

図１ 水柱が形成された静止画 
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